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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第16期

第３四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年12月31日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (千円) 2,814,087 2,467,009

経常利益 (千円) 172,698 7,408

親会社株主に帰属する四半期純利益
又は親会社株主に帰属する当期純損失
（△）

(千円) 115,251 △765

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 115,251 △765

純資産額 (千円) 456,702 344,905

総資産額 (千円) 981,893 656,526

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり当期純損失（△）

(円) 166.79 △1.12

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

(円) － －

自己資本比率 (％) 46.5 52.5

回次
第16期

第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2020年10月１日
至 2020年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 95.74

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第16期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在する

ものの、当社株式は非上場であるため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。また、第

15期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり当期純損

失であるため記載しておりません。

４．当社は、2020年11月13日開催の取締役会決議により、2020年12月22日付で普通株式１株につき200株の割合で

株式分割を行っております。これに伴い第15期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半

期純利益又は１株当たり当期純損失を算出しております。

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告

書（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

なお、当社グループは、前第３四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同

四半期連結累計期間との比較分析は行っておりません。

(1) 経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う国内外の経済活動の停滞

や縮小時期から経済活動の再開による持ち直し局面への動きがみられたものの、再度、感染の拡大が続いているこ

と等から、先行きは極めて不透明な状況となっております。

当社グループを取り巻く事業環境は、世界的な金融緩和や財政出動、ワクチンの開発や接種の開始などを背景に

世界経済の先行きへの回復期待から、日経平均は30年ぶりの高値となり米国の主要３指数が史上最高値を更新する

など、良好な状況が継続いたしました。

このような環境下、当社グループは、お客様のニーズや課題にお応えする役割を果たすとともに、金融商品仲介

業務においてはIFAビジネスプラットフォームの付加価値を高めることで、2021年３月末の媒介する資産残高2,000

億円の達成に取り組んでまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間においてIFA数は12名純増、保険募集人は11名純増し、当第３四半期連結会

計期間末のIFA数は185名、保険募集人は71名となり、金融商品仲介業に係る口座総数は11,090口座（前年度末比

13.0％増、1,277口座増）、媒介する資産残高は184,018百万円（前年度末比48.0％増、59,681百万円増）となりま

した。媒介する資産残高増大による企業価値の向上を中期経営方針に掲げ、IFAに対し顧客の信頼を得て資産を増加

させることの重要性と必要性を訴え、顧客の信頼獲得のため必要な資料や営業ツール、IFAとしての技能向上に繋が

る研修機会の提供等に取り組んできたことが奏功し、当社事業基盤の拡大は継続しております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、媒介する証券仲介手数料の大幅な増加に伴い、売上高が

2,814,087千円、営業利益が172,207千円、経常利益が172,698千円、親会社株主に帰属する四半期純利益が115,251

千円となりました。

(2) 財政状態の状況

当第３四半期連結会計期間末における財政状態については次のとおりであります。

① 資産

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ315,368千円増加し、820,928千円となり

ました。これは現金及び預金が134,452千円増加、売掛金が184,822千円増加したこと等によるものです。固定資

産は、前連結会計年度末に比べ9,998千円増加し、160,965千円となりました。これは電話交換設備及びサーバー

を取得したことにより、有形固定資産に含まれるリース資産14,220千円が増加したこと等によるものです。

この結果、総資産は981,893千円となり、前連結会計年度末に比べ325,367千円増加いたしました。

② 負債

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べ202,207千円増加し、483,441千円となり

ました。これは主に、買掛金137,568千円、未払法人税等43,949千円、流動負債その他に含まれる未払消費税等

19,632千円の増加等によるものです。固定負債は前連結会計年度末に比べ11,362千円増加し、41,750千円となり

ました。これは電話交換設備及びサーバーのリース資産の取得に伴い固定負債その他に含まれるリース債務が

11,362千円増加したことによるものです。

この結果、負債合計は525,191千円となり、前連結会計年度末に比べ213,570千円増加いたしました。
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③ 純資産

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ111,796千円増加し、456,702千円となりま

した。これは剰余金の配当3,455千円を実施した一方、親会社株主に帰属する四半期純利益115,251千円を計上し

たことから、利益剰余金が111,796千円増加したことによるものです。

(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当第３四半期連結累計期間において、会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更は

ありません。

(4) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第３四半期連結累計期間において、経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観

的な指標等に重要な変更はありません。

(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において、当社が優先的に対処すべき課題について重要な変更はありません。

(6) 研究開発活動

該当事項はありません。

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,764,000

計 2,764,000

（注）2020年11月13日開催の取締役会決議により、2020年12月22日付で株式分割に伴う定款の一部変更が行われ、発

行可能株式総数は2,744,000株増加し、2,764,000株となっております。

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2021年３月５日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 691,000 691,000 非上場

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株式数は100株であ
ります。

計 691,000 691,000 ― ―

（注）１．2020年11月13日開催の取締役会決議により、2020年12月22日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分

割を行い、発行済株式総数は687,545株増加し、691,000株になっております。

２．2020年12月22日開催の臨時株主総会決議により、１単元を100株とする単元株制度を採用しております。

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年12月22日 687,545 691,000 － 144,585 － 64,585

（注）株式分割（１：200）によるものであります。

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 691,000 6,910
「１（1）②発行済株式」
の「内容」の記載を参照

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 691,000 ― ―

総株主の議決権 ― 6,910 ―

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、株式会社東京証券取引所の有価証券上場規程第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条の２

第１項の規定に準じて、第３四半期連結会計期間(2020年10月１日から2020年12月31日まで)及び第３四半期連結累計

期間(2020年４月１日から2020年12月31日まで)の四半期連結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビュー

を受けております。



― 7 ―

１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 238,053 372,506

売掛金 245,340 430,162

商品 1,140 922

その他 21,025 17,337

流動資産合計 505,560 820,928

固定資産

有形固定資産 48,258 59,352

無形固定資産 1,039 995

投資その他の資産

差入保証金 93,907 91,114

その他 7,760 9,502

投資その他の資産合計 101,668 100,617

固定資産合計 150,966 160,965

資産合計 656,526 981,893
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 212,131 349,699

未払法人税等 12,020 55,969

賞与引当金 4,030 1,158

役員賞与引当金 1,916 －

資産除去債務 1,300 －

その他 49,834 76,613

流動負債合計 281,233 483,441

固定負債

資産除去債務 30,387 30,387

その他 － 11,362

固定負債合計 30,387 41,750

負債合計 311,621 525,191

純資産の部

株主資本

資本金 144,585 144,585

資本剰余金 73,521 73,521

利益剰余金 126,798 238,595

株主資本合計 344,905 456,702

純資産合計 344,905 456,702

負債純資産合計 656,526 981,893



― 9 ―

(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

売上高 2,814,087

売上原価 2,079,669

売上総利益 734,417

販売費及び一般管理費 562,210

営業利益 172,207

営業外収益

受取利息 0

受取家賃 186

助成金収入 285

雑収入 63

営業外収益合計 535

営業外費用

支払利息 44

営業外費用合計 44

経常利益 172,698

特別損失

固定資産除却損 77

特別損失合計 77

税金等調整前四半期純利益 172,620

法人税、住民税及び事業税 58,170

法人税等調整額 △801

法人税等合計 57,368

四半期純利益 115,251

親会社株主に帰属する四半期純利益 115,251
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

四半期純利益 115,251

四半期包括利益 115,251

(内訳)

親会社株主に係る四半期包括利益 115,251

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

減価償却費 12,427千円

(株主資本等関係)

当第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の
総額

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

2020年５月15日
取締役会

普通株式 利益剰余金 3,455千円 1,000円 2020年３月31日 2020年６月30日

（注）2020年12月22日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分割を行っております。「１株当たり配当額」

については、当該株式分割前の金額を記載しております。

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、IFAによる金融サービス提供事業のみの単一セグメントであり重要性が乏し

いため、セグメント情報の記載を省略しております。

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

１株当たり四半期純利益 166円79銭

(算定上の基礎)

　親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 115,251

　普通株主に帰属しない金額(千円) －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益
　(千円)

115,251

　普通株式の期中平均株式数(株) 691,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四
半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計
年度末から重要な変動があったものの概要

―

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であ

り、期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

２．2020年11月13日開催の取締役会決議により、2020年12月22日付で普通株式１株につき200株の割合で株式分

割を行っております。これに伴い当連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四

半期純利益を算出しております。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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